
アメリカ神秘主義の輪郭

ーケネス・パッチェンの反文学を中心に

An Outline of American Mysticism 

-Notes on Kenneth Patchen's Access to Anti-Literature 

石原 武

、The fundamental characteristic of mysticism is the 

change occurring in what is perceived as theself. Judging 

from this point of view， the American mystical company 

includes loosely， after Emerson， Henry David Thoreau， 

.Walt Whitman， William Carlos Williams， Hart Crane， 

Henry Miller， Kenneth Patchen， Theodore Roethke， and 

among more recent writers， Allen Ginsberg and Gary 

Snyder. 

This paper treats mainly of two distinguished perso-

nalities among them， Walt Whitman of “Song of Myself" 

and Angry Kenneth Patchen， more particularly on their 

postures of Madness and Anti-Literature. 

キーワード:狂気・自己・無垢・超越・幻想

Patchenの第一詩集 Beforethe Brave r勇者の前に』は二三の詩篇に

かれの非凡な才能が見えるものの未熟な仕事であった。

and 

a spir汀sgirth like dandelions growing/bestowing/ 

April's promise under skies of dust: where/ growing hard they 

tipped the barrel marked/God and found the litt1e fish of memory.一

/…・・.gloly squashed in the hinge of history / as dread and lovely / as 

bonfires burning in the breast of a dove/whose head adorns a 
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penny-dreadful; whose heart/beats in fascist tread of marching 

feet and seas/ 

now rolling 

over the grave of the fretful forgo1ten brave. 

(壊の空の下に四月の約束を/授けて/大きくなるタンポポのような精神

の帯/そこではタンポポは神様の印のついた樽の周りにいっしんに生え/

言己憶の小さな魚を見つけた…中略…歴史の蝶番に潰された栄光/野鳩の胸

に燃えるかがり火のように/怖く素敵に/その頭はただみじめに/その胸

は行進するファシストの足音に脈打つ/そして海は/今うねる/忘れられ

た不機嫌な勇者の墓の上で)

この“PrayerNot to Go to Paradise with the Asses"という詩篇を抄

出してみても、かれの言葉と感情は分裂し、時代に否応なく翻弄されてい

くく怒れる若者〉の性急な呼吸が聞こえるだけだ。 KennthPatchen and 

American Mysticismの著者RaymondNelsonは、神秘主義者が社会的

プロテストを急進的に繰り返す Patchenの矛盾を語っている oCPatchen 

could not unify his transcendent language and his social protest.) 

ここで、 Nelsonのいう超越的な言語とは、どのような文脈で捉えられて

いるのか、 Patchenの矛盾に満ちた詩の出発から、かれの visionaryper-

spectiveの背景になっていた神秘主義のアウトラインを探す出すのが、

本稿のねらいであるO

2 

Before the Braveの巻頭の詩“LetUs Madness Openly"は次のよう

に続く。

Let us have madness openly， 0 men 

Of my generation. Let us follow 

The footsteps of this slaughtered age: 

(あからさまに狂おう、おお ぼくの世代の人々よ/この殺裁の時代の

つUn
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足跡をつけていこう。)

Patchenの詩世界の混乱は、かれが巻頭で性急にうたうく狂気〉と、

Bofore the Braveを含むかれの TheCollected Poemsの終章 WeWere 

Here Togetherの巻末作品、“Wide，Wide in the Rose's Side"に見ら

れるく正気〉の途方もない懸隔であるo

Wide， wide in the rose's side 

Sleeps a child without sin， 

And any man who loves in this world 

Stands here on guard over him. 

(醤穣のかたわらに/ゆったりと罪のない子が眠る/この世で愛するも

のはみんな/ここに立ちかれを見守る)

怒れる若者があからさまにしようとする狂気は、その錯乱の経過を経験

し、やがて宗教的な正気に至るというような、性質のものでは、勿論、な

い。ときとして、 く狂気〉は、言葉として、狂気を演じ、 く正気〉は狂気

のプロットの無垢なエピローグを果たすことがある。 Patchenの狂気は、

ただ社会的な抗議の扮装にすぎなかったのか、その詮索は無意味ではなさ

そうだ。 Beforethe Braveに、

“The Firing" という一編があるO

o seal the shinning! this stillness binds the stars 

In ageless shell of space. Permit no caricature 

Of puny hare betrayed by moon; no sober 

Music's beeless hive; 

o g"ive 

Blow for blow and back to fellow-back 

The driving shine of quiet mind'" 

(おお 輝きを封印せよ! この静寂が/星たちを束ねて宇宙の不老の

玉手箱に入れる/月にあばかれた弱々しい野ウサギの戯画を許すな/酔い

しれた音楽の蜂のいない巣穴/おお/一撃には一撃を奴の背には背を/静
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かなこころの激しい光…)

Eivelyn Underhill2 は「正気は隣人と幻覚を共有すること」だと書い

ているo (sanity consists in sharing the hallucinations of our neigh-

bors.)そして、 WallaceFowlie3 は、狂気は「自分を意図的に世界の外

側に置こうとするものの経験」として説明している o (experience of 

those who deliberately set themselves off from the world).上に掲

げた詩“TheFiring"の呼吸は狂気か正気か、この暖妹さがPatchenの

疑似マルキストの所以であるo Raymond Nelsonはく狂気の比喰〉とい

う言葉でその状況を説明しているo “The Firing"はまさに狂気の比喰に

よって詩として成立している。

この狂気の系譜を追っていくと、 WaltWhitmanにいきつくと、

Raymond Nelsonはいう o Before the braveの狂気の比喰は、抗議、風

刺、罵倒、ダダ調のドラマ、愛などが、独特の大袈裟な言葉で歌われるo

その激しさと、繊細さはまさに、 Whitmanから流れる神秘主義のトーン

であろうo

第二詩集FirstWill & Testament r最初の意志と遺言状Jにはユーモ

アの要素が加わり、 Patchenの詩法にいくらかの成熟が見られるo “The 

Hangman's Great Hands"という詩は次のように始まるo

And all that is this day... 

The boy with cap slung over what had been a face... 

Somehow the cop will sleep tonight， will make love 

to his wife... 

Angerωon't helρ.1 wαs bornαngη. 

(そういうことはみんな、今日のこと…/少年は顔のあったところに帽

子をのせた/なんとかしてその警官は今夜は眠るだろう/妻とセックスす

るだろう/怒りはなんにもならない おれは怒って生まれてきた)

個別的な「私一おれ」というレベルを越えて普遍化した「おれ」が、
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アメリカ神秘主義の輪郭

First Will & Testmentの詩世界の怒りや願いをユーモラスに無垢に演

出する。この第一人称の展開は、アメリカ神秘主義のホイットマン的な伝

統の証拠だとNelsonはいうのであるO

3 

Patchenは、 Whitmanからの影響について、むしろ Whitmanの騒々

しい群居性への反感を書いているが、かれがFirstWill & Testamentに

登場させる「私」は、 Whitmanの奔放なくSelf)の気圏のものであるo

たとえば、 FirstWill & Testamentの初期の詩の部分を引こう o

They scatter me from church to gutter. 

They smear their doings over my hands. 

I arn lifted out of wombs 

And never put back anywhere … 

I look up from the grass and down frorn the cathedral. 

I am standing open. 

Y ou must not lower your eyes. 

(かれらは俺を教会から下水溝に撒く/かれらは自分らの行状を俺の両

手に塗りつける/俺は子宮から取り上げられる/何処にも戻るところはな

い/俺は草地から見上げ/伽藍から見下ろす/…/俺は公然と立っている

/きみらは自を伏せてはいけない)

WhitmanのくSelf)のように、 Patchenの〈俺〉は自由に、予言者的

な、あるいは、幻視者の風貌で、狂気の比日訟を臆することなく歌うのであ

る。ここで Patchenの詩の背景にあるアメリカ神秘主義の輪郭を少しば

かり辿ることにしよう o

アメリカ神秘主義の文学的伝統は、勿論、 WaltWhitmanの仕事に存

分の開花を見た。それを系譜として捉えれば次のような個性を掲げること

ができるだろう。 RalphWaldo Emerson， Henry David Thoreau， Wa1t 
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Whitman， William Carlos Wi1liams， Waldo Frank， Hart Crane， 

Thomas wolfe， Henry Miller， Kenneth Patchen， Theodore Roethke， 

AllenGinsberg， Gei.ry SnyderなどO

上の詩的個性を Mysticsとする根拠が問われることになるが、一見し

て分かる通り、これらの群像は、「神秘主義者でなければ、ロマン主義者

といえる個性たち」であって、 RaymondNelsonに言わせれば、アメリ

カ神秘主義の伝統は、ロマン主義の伝統の一つの極端な現れだという O

“If they are not always mystics they are always romantics， and 

their American mystical tradition is， in one sense， simply one extreme 

nianifestation of the romantic tradition. In fact， as a literary phe-

nomenon， mysticism can be considered a subcategory of romanti-

cism." 

Nelsonの分析に沿って、アメリカ神秘主義の特性を整理することにし

ょう O

(1) アメリカ文学における神秘主義はく無垢〉に重点をおく。人間性は本

質的に善だと、神秘主義の作家たちは信じていると、 Nelsonはいう。世

界の邪悪さにあれほど怒り悩む Patchenにしても、生得的な悪という認

識はなく、人が本来もつ自然な秩序を撹乱する諸悪にかれは苦悩するので

あるO

(2) 詩人を司祭あるいは英雄と考えるある種のヒロイズムが神秘主義には

ある O 予言者としての運命的な自覚をかれらはもっO

Whitmanはこのpoet-priestas heroの典型といえるが、二十世紀に至っ

て、かれの予言的な自覚は、旧約的な怒りを通して、道徳的な可能性をも

とめようとする使命感で、後続の詩人たちに大きな影響を与えてきた。

Patchenの詩のあの怒りの響きゃ、 Allen Ginsbergの悲嘆など、

Whitmanの反映であろう。 Ginsbergは陶酔的なまでに、古きアメリカ

のヴィジョンの再建を歌おうとする信念において、まさに Whitmanの後

継者にふさわしい。
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(3) Whitmanに見られるく人格主義>(Personalism )をNelsonは指摘

する。宇宙的な関係、社会的な関係における個の表現のありかたについて

であるO 自分の肉体、感情、道徳、知性、美的な個性を尊厳をもって、他

者との関係において表現しようとする態度で、 Emersonの個人主義、超

越主義 (Transcendentalism)の反社会性を修正したものと Nelsonは説

明しているO

(4) PersonalismとHeroismのかかわりと共に、アメリカ文学の神秘主

義者たちのく芸術と生活〉は一体であると Nelsonはいうo 良い詩人であ

るためには、良い人間でなければならないという大変な責任を自分に課す。

たとえば、 Whitmanの“Songof Myself"の主題は、芸術と生活は同体

であるという確認であるo “ sing myself"は“I.create myself by 

singing"の意であって、 Whitmanの仕事の多くは人生の詩的形成のテー

マを表している。しかし、 Whitman，Henry Mi11er， Kenneth Patchen 

など、かれらはみんな難しい個性ゆえに、批評家からの弾劾に曝された。

(5) 神秘主義の特質のーっとして、兄弟愛がある o Whitmanの“Song

of Myself"の33節一一難破した人々の苦難のために歌うあの終章部、

“I am the man， I sufferer' d， I was there."のように他者の苦しみを

共有しようとする。 たとえば、 Al1enGinsbergはアメリカ、その兄弟た

ちへ「俺はディフェンスだ」と歌う O かれの黙示録的な詩の呼びかけは、

まさに神秘主義のものだろうo

(6) 神秘主義者たちは多く独特な現実観をもっているO 事物の固定的な特

徴より、その発展に関心がある。事物の命名の自由さも、そこに根拠があ

る。アメリカの歴史的独自性は新しい洞察を可能にするO だから、新世界

に目覚めた市民たちは事物を新鮮に捉え、それらに新たな名前をつけるは

ずだと、神秘主義者たちは考えるo

“dumb， beautifulministers"一一この Whitmanの声のように、かれ

らにとって、事物は、 「無言の、美しき使者たち」といった無名の新たな

現実であったのだ。
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(7) かれらは一様に伝統的な形式に嫌悪を示した。過去に結び、つく形やジャ

ンルを排し、詩はすべからくその衝動によって自然に生まれるものと主張

した。 WhitrnanがLeaves01 Grassの序文で語るように一一一“asuner-

ringly and loosely lilacs or roses on a bush， and take shapes as 

cornpact as the shapes of chestnuts and oranges and rnelons and 

pears， and shed the perfurne irnpalpable to frorn，" (薮のライラック

や蓄積のように完壁に、自由に、栗やオレンジ、メロンや梨のように引き

締まった形をとり、微妙な香りを形に流す)一一詩は、個々の自然の物が

神の啓示であるように、詩神の神秘的な現れというのである。

この伝統への敵意についていえば、アメリカ神秘主義の作家たちは、概

ね、文化的革命家というべきで、かれらの権威への果敢な反抗は、一種の

哲学的アナーキズムの表情をかれらに与えた。

Whitrnan， Thoreau， Mil1er， Patchenなどその実例といえるだろうo

(8) 性の歓びと、それへの信頼の率直な描写も、かれらの特徴である。

Whitrnanの性描写は直接過ぎるとして、 Leαves01 Grassはボストンで

発禁処分になったりした。 Wi1liarnCarlos Wi1liarnsは詩の言葉があま

りに卑俗過ぎると保守的な読者から非難を浴びた。 Patchenは、たとえ

ば、 Memories01 a Shy Pornographerに自分を登場させて、好色的で、

ぶっきらぼうな表現の見本を見せて徹底的な不評を買った。 Henry

Miller は二十世紀の最も好色的な作家の一人という名声を今ももってい

る。性描写の直接性は神秘主義者にとれば当然なことと、 RayrnondNelson 

はいう。性は生命力であって、海のリズムのような、性の自然な永遠なリ

ズムは、神性との合ーの決定的な比喰であるはずだと。

Patchenの性のリズムはときに少年のようなシャイな表情で、聖画の

奥行きを思わせるO

o pretty village...aye， rnine own horne ... 

Larnp as yellow as ancient birds …here rny 

Love is … 

-29ー
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Her breast grow roses under my hands... 

Her shoulders have the mark of my teeth upon them … 

God， jewel the wind. to a softer key 

That her sleep be ornamented round 

As halls the angels splendor in. ... 

For we are tired in thegreen tall play 

Of our bodies 

And she lies so warm and sweet in my arms 

Cloth 01 the Tempest “To say if Y ou Love Someone" 

(おお 美しい村… そう、ぼくの家…/古代の烏たちのような黄色い

ランプ…/ここにぼくの家…/かの女の乳房はぼくの子の下で蓄積になる…

/かの女の肩にぼくの歯がたが残る…/神よ、風をもっと柔らかな調べに

飾れ/天使たちが入ってくる広間のように/かの女の眠りをあたり一面美

しくするために/ぼくたちの肉体ははげしくあらわな戯れに/疲れて/か

の女はぼくの腕に可愛らしく寝ているのだから)r嵐の布jI君が誰かを愛

するなら」

聖なる幻想の奥に奏でられる性の音楽、これは神秘主義のものだろうo

4 

kenneth Rexroth 4はPatchenはく反文学の詩人〉だという o かれに

よれば、 Patchenのく形式〉に対する怒れる反抗は、今日の文学は黙従

(acquiescence)に過ぎないという確信からだという。反文学というのは、

既成の政治的、経済的、文化的権力構造にいる人々の趣向、価値に向けら

れた一種のサボタージュであるとする O かくして、 Patchenは伝統的・

因習的な文学形式を攻撃し、 〈真実と形式〉の事離を指摘する。 Patchen

の形式嫌悪の背景を辿れば、 Emersonのく自由〉までいくだろう o アメ

リカの文学者は古い形式を捨てて、新世界の生活によって可能になった新

しい思想を…というかれの主張は、勿論、 Whitmanのく形式破壊〉に響

ハ
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いていく。かれらのく反文学の衝動〉という遺産は“Songof Myself" 

から、 AllenGinsbergのHoωlの“Unscrew the locks from the doors" 

(戸口からみんな蝶番をはずせ)まで続くのである。 HenryMil1er 5 は反文

学のスタンスについて次のよう書いている O “1 have always welcomed 

the dissolving influences Cin art). In an age marked by dissolution， 

liquidation seems to me a virtue， nay a moral imperative."芸術にお

ける解体を歓迎し、それを道徳的な必要条件とする Mil1erの態度は

Patchenと違うものではない。 Nelsonによると、 WallaceStevensに次

のような WilliamCarlos Williamsに関する文章があるらしい “His 

passion for the anti-poetic is a blood-passion and not a passion of 

the inkpot. The anti-poetic is his spirit's cure. He need it as a naked 

man needs shelter or as an animal needs salt." (反詩へのかれの情

熱は血からでたもので、机の上の観念ではない。反詩はかれの魂の救済の

ためだ。かれは裸の人に隠れ家が、生き物に塩が必要なように、それを求

めた。)Stevensは更に続けるo “To a man with a sentimental side 

the anti-poetic is that truth， that reality to which all of us are for-

ever fleeing."人間誰でも逃げていける反詩という現実一一そういえば、

Williamsの詩集 Patersonは破滅と創造の同時性という大きなテーマを

抱えていた。

Williamsのように、 Patchenの反文学は、ヨーロッパの芸術運動

(Surrealism)に多くを負っている。ヨーロッパの革命 ismが、 Whitmanの

後継者たちを鼓舞したことは鎮ける o1946年、 DavidGascoyne 7 は、

Patchenを現代アメリカの DADAの一匹狼…暴力的で変わり者で、ナン

センスな詩人として英国に紹介した。 Gascoyneの紹介が全く的外れとは

いえないが、本質的に違うのは、かれは DADAではなし、。かれの反文学

は神秘主義者の必然であって、ヨーロッパの芸術前衛運動の影響がすべて

ではない。

1943年、かれは『神への手紙』を書いているO
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God， your noble litt1e sons are mad. 

They breathe murder. 

Their eyes steam. 

The dimout of death. 

Now is his hurry. 

More than dying， nothing is done. 

But as toads driking snot. 

Cloud over me this cry， this togethering of alast darkness 

1 think your noble little sons are 

thievs and cutthroats 

stewing in their mess 

fouling the pan ts of idiot. 

(神様、あなたの気高い子たちは狂っています。/みんな殺しの怠をす

る。/目が湯気を立てている/死の燈火管制/いまかれの大慌て/死ぬこ

とより大変だ。なにも終わってない/鼻汁をのむヒキガエルのように/雲

がぼくを覆う この叫び最後の閣のこの集い/ぼくはあなたの気高い子

たちは/泥棒と人殺しだと思います/みんなしっちゃかめっちゃかにやき

もきして/阿呆のパンツを汚したり)DADAと見紛う、かれの反詩。し

かしこの単純ともいえる絶望の声はなんと無垢であることか。アメリカの

閣の深さに、この神秘詩人の絶望のく狂気〉の声は永遠に消えることはな

いだろう。
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